
2022年5月2日

 経営成績  セグメントの状況【売上総利益】  セグメントの状況【当期純利益（当社株主帰属）】

収益

売上総利益

 販管費

 その他の収益・費用

 金融収益・費用

 持分法による投資損益

税引前利益

当期純利益

（内訳）

当社株主帰属

 非支配持分

基礎的収益力（※1）

包括利益（当社株主帰属）

（※1）

 財政状態  商品市況・為替  ROA・ROE

総資産

自己資本（※2）

自己資本比率

ネット有利子負債（※3）

ネットDER（倍）

リスクアセット

リスクアセット/自己資本(倍)

（※2）自己資本は資本の「当社株主に帰属する持分」とし、ネットDERの分母及び自己資本比率の分子には自己資本を使用しております。

（※3）ネット有利子負債の計算には、「リース負債(流動・非流動)」を含めておりません。

             2022年3月期　連結決算発表総合表（国際会計基準） 補足資料（１）
双日株式会社

（単位：億円） （単位：億円）

22/3期

実績

21/3期

実績
増減

22/3期

見通し
(22/2/2公表)

達成率
（対見通し）

前期比増減要因
22/3期

見通し
(22/2/2公表)

対公表見通し比増減要因増減
22/3期

実績

21/3期

実績
増減

22/3期

実績

21/3期

実績

2,713 1,881 ＋ 832 2,600 104%

海外自動車事業での販売台数の増加により増益

基礎的収益力=売上総利益 + 販管費（貸倒引当金繰入・貸倒償却を除く）+ 金利収支 + 受取配当金

+ 持分法による投資損益

21,008 16,025 ＋ 4,983 -

自動車

▲ 1,803 

+29

航空産業・

交通

プロジェクト

162 125 +37

▲ 16

65 概ね見通し通り325 +131 71 11

40 概ね見通し通り航空機および船舶関連事業での取引増加等により増益

+60456

▲ 1,611 ▲ 192 ▲ 1,800 

47 18

ヘルスケア関連事業や国内外発電事業の安定収益があるも、

ミャンマー通信事業の減損計上等により減益
65

ミャンマー通信事業の減損計上があったものの、

概ね見通し通り
194 ▲ 4 66

21 ▲ 33 ＋ 54 10 

82
インフラ・

ヘルスケア
190▲ 138 ▲ 11 ▲ 127 ▲ 70 

440
脱炭素への取組として一般炭権益の座礁化回避に向けた

手当等の減損計上
380 148 ＋ 232 340 

341 ▲ 18 +359

脱炭素への取組として一般炭権益の減損計上等があるも、

石炭市況の上昇等による増益および

鉄鋼需要の回復に伴う鉄鋼事業会社の増益

金属・

資源・

リサイクル

600 124 +476

120 概ね見通し通り1,173 374 ＋ 799 1,080 109%
126 58 +68 メタノール市況の回復および合成樹脂の取引増加により増益化学 507 373 +134

木材関連事業の堅調な推移等により通期見通しを上回る

823 270 ＋ 553 800 103%

46 +18
肥料事業における原料高に伴う影響があるも、

輸入合板市況の上昇等により増益
50313 274 +39 64

855 294 ＋ 561 830 103%
生活産業・

アグリビジネス

32 24 ＋ 8 30 リテール・

コンシューマー

サービス

313

1,313 384 ＋ 929 1,150 

49 +1
食品関連事業会社の販売増加があったものの、

前期における商業施設売却の反動により概ね横ばい
40 食品関連事業会社の販売増加により通期見通しを上回る276 +37 50

▲ 20
上記セグメントへの構造改革費用の振替等により、

通期見通しを上回る
1,424 591 ＋ 833 - 58 24 +34その他 172 190 ▲ 18 資産売却等により増益

+553 800

（単位：億円）

22/3末 21/3末 増減
2020年度市況実績

（年平均）

合計 2,713 1,881 +832 823 270

2021年度期初市況前提

（年平均）

2021年度市況実績

（年平均）

2021年度市況実績

（1月～3月平均）

（単位：億円）

US＄263.4/t27.4% 26.9% + 0.5%

US＄127.5/t US＄317.5/t US＄490.7/t

7,280 6,190 ＋ 1,090

26,617 23,001 ＋ 3,616

石炭（原料炭）(*1) US＄117.9/t

石炭（一般炭）（*1） US＄65.6/t US＄80.0/t US＄181.7/t

3,900 ＋ 600

0.6 0.6 0.0

US＄80.0/bbl US＄97.9/bbl

1.06 0.99 ＋ 0.07

為替 （*2） \105.9/US$ ¥108.0/US＄ \113.04/US$ \117.8/US$

7,702 6,106 ＋ 1,596

原油（Brent） US＄45.8/bbl US＄50.0/bbl

(*1)  石炭の市況実績については、一般的な市場価格であり、当社の販売価格とは異なります。
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当期純利益
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ROA 2.7% 1.2% 3.3%

ROE 10.2% 4.5% 12.2%



双日株式会社

 経営成績  2023年3月期の見方

収益 21,008 - -

売上総利益 2,713 3,000 ＋ 287

 販管費 ▲ 1,803 ▲ 2,100 ▲ 297

 その他の収益・費用 ▲ 138 0 ＋ 138

 金融収益・費用 21 ▲ 50 ▲ 71

 持分法による投資損益 380 350 ▲ 30

税引前利益 1,173 1,200 ＋ 27

当期純利益 855 880 ＋ 25

（内訳）

当社株主帰属 823 850 ＋ 27

非支配持分 32 30 ▲ 2

基礎的収益力（※1） 1,313 1,200 ▲ 113

(※1)

（単位：億円）

 財政状態  ロシア・ウクライナ情勢における影響

総資産 26,617 27,000 ＋ 383

自己資本（※2） 7,280 7,600 ＋ 320

自己資本比率 27.4% 28.1% + 0.7%

ネット有利子負債(※3) 7,702 8,000 ＋ 298

リスクアセット 4,500 - -

リスクアセット/自己資本（倍） 0.6 - -

（※2）

（※3）

2022年3月期　連結決算発表総合表（国際会計基準） 補足資料(2)

2022年5月2日

（単位：億円） （単位：億円）

 セグメントの状況【当期純利益（当社株主帰属）】

341

66

47

71

22/3期

実績

23/3期

見通し
増減

22/3期

実績

23/3期

見通し

金属・資源・リサイクル 510 金属・資源・リサイクル
前期に計上した構造改革費用の反動に加え、

石炭などの市況水準をふまえ増益

インフラ・ヘルスケア 90 インフラ・ヘルスケア
ヘルスケア関連事業や国内外発電事業での安定収益に加え、

新規投資からの収益貢献の積み上げにより増益を見込む

自動車 60 自動車
海外主要事業での堅調な推移に加え、新興国における投資案件の収益伸長による

増益を織り込むも、ロシア関連の事業影響により減益を見込む

航空産業・

交通プロジェクト
45

航空産業・

交通プロジェクト

前期の船舶関連事業における取引増加の反動があるも、

航空関連事業での収益増加を見込み、概ね横ばい

823

その他
前期に計上した資産売却の反動に加え、米ドル金利の上昇によるコストやインフレ影響、

その他外部要因の不透明要素への備えを織り込む

合計 850

125 化学 メタノール事業や合成樹脂事業での堅調な推移を見込む

生活産業・アグリビジネス 30 生活産業・アグリビジネス 肥料事業における原料高の影響による減益を見込む

リテール・

コンシューマーサービス
50

リテール・

コンシューマーサービス
食品関連事業会社での堅調な推移を見込む

化学

58

50

64

126

その他 ▲ 60

基礎的収益力=売上総利益 + 販管費（貸倒引当金繰入・貸倒償却を除く）+ 金利収支

+ 受取配当金 + 持分法による投資損益

（単位：億円）

ネットDER（倍） 1.06 1.1 -

 キャッシュ・フロー

22/3末
23/3末

見通し
増減

560

2,190

中計2020

3カ年累計実績

FCF

基礎的CF

基礎的営業CF

（補足)

22/3期末において、現預金2,825億円に加え、円貨1,000億円（未使用）及び20.25億米ドル（14.2億米ドル使用）の

長期コミットメントライン契約を有しており、資金調達の機動性及び流動性確保の補完機能を高めております。

▲ 7371,080

105

1,287

22/3期

実績

-

中計2020・中計2023

6年間累計黒字

自己資本は資本の「当社株主に帰属する持分」とし、ネットDERの分母及び自己資本比率の分子には

自己資本を使用しております。 原油（Brent）  US$90.0/bbl US$102.3/bbl

ネット有利子負債の計算には、「リース負債(流動・非流動)」を含めておりません。

為替(*2) \115.0/US$ \128.8/US$

(*1)

石炭の市況実績は、一般的な市場価格であり、

当社の販売価格とは異なる。

(*2)

為替の収益感応度（米ドルのみ）は、\1/US$ 変動すると

売上総利益で年間5億円程度、当期純利益（当社株主帰属）

年間3億円程度、自己資本で15億円程度の影響。

石炭（原料炭）(*1) US$280.0/t  US$465.0/t

石炭（一般炭）(*1)  US$160.0/t  US$372.5/t

2022年度期初市況

前提（年平均）

直近市況実績

（2022/4/25時点）

（※）2022年4月1日付の組織再編に伴い、

　　　　「生活産業・アグリビジネス本部」、「リテール・コンシューマーサービス本部」については、

　　　　一部組織を組み替えているため、将来公表する数値とは異なる可能性があります。

       （2022年2月10日リリース：https://www.sojitz.com/jp/news/docs/220210_02.pdf）

商品市況・為替

1,130

23/3期

見通し

2,400～2,500程度

中計2023

3カ年累計計画

670

▲ 300

■当社の両国におけるエクスポージャー残高は以下の通りです。（2022年3月末時点）

　

ロシア　　　　　　　228億円

ウクライナ　　　　　1億円

※上記は、エクスポージャーの総額から保険付保等のカントリーリスクヘッジを差し引いた残高です。

■主な事業は、自動車関連事業と一般炭、原料炭の取り扱いです。

■2022年度の通期見通しには、▲60億円の影響額を織り込んだ計画となっています。


